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1.研 究の 目的

教頭 職 は,現 行 の学校 教育 法 にお い て特別 な事 情が ない 限 り設 置す る ことにな ってい る。 学

校 組織 に教 頭 は欠 くこ とので きな い重 要な役職 であ る。「職 員 室 の担 任 」と称 され る教 頭 は,教

職 員 一人一 人 の資質 や能力 を最 大 限 に引 き出 し,学 校 づ く りの ビジ ョンの具現化 を支 える学校

組 織 の要 の職 で ある。 特 に近年 で は教職員 の大量退 職 ・大量 採用 に ともない学校 現場 で喫緊 の

課 題 となって い る人材 育成 におい て も,教 頭職 の役 割 に大 き な期待 が集 まっ てい る。

一方 で 「激 務 」 「多忙 」 「な り手 がい ない」 な ど
,教 頭 職 のネ ガテ ィブ な側 面 は各種 の調 査や

報告 な どか らもはっ き りと見 て取れ る。 降格 人事 を希 望す る教頭 も存 在す る。文 科省 の教 員勤

務 実態 調査(2016)の 教 員 の1週 間 当た りの学 内総 勤務 時 間の調 査結 果 に も副校 長 ・教頭 の勤

務 時 間が校 長や 教諭 に比 べて長 い こ とが報 告 され てい る。教 頭職 は,絶 対 的 な仕 事 量 の多 さを

常 に抱 えてい る。教職 員 の長 時間勤 務 の実態 が社会 的 に も認 知 され る よ うに な り 「学 校 にお け

る働 き方改 革 」が求 め られ て い る今 「教頭 が変 われ ば学校 が変 わ る」 と言 っ て も過言 で はな い

だ ろ うか。

教頭 職 とい え ば,学 校 教育 法で は,校 長 の補佐,校 務 の整 理,及 び 必要 に応 じて児 童 の教育

をつ か さどる と規定 され てい る。一 言 で校 務 の整理 とい って も教 育課 程全般,学 習指 導,生 徒

指導,特 別 支援 教育,特 別 活動,学 校行 事 な ど,学 校教 育活 動す べ て に関わ る仕 事 内容 を扱 う

こ ととなる。また,そ の対象 を見 て も児 童 生徒 は もち ろん教職員,保 護者,PTA,地 域,外 部,

その他 と多 岐 にわ た る。 さ らに校長 の ビジ ョンや 地域性 を含 めた学校 の置 かれ てい る状況 な ど

も踏 ま える と,教 頭職 の在 り方 は柔 軟性や 多様 性 が求 め られ る とと もに不確 実性 を伴 う特 徴 が

あ る。 また,こ の よ うに職 務 内容 が多 岐に わた り 「何 で も屋 」 な ど と とらえ られ る教 頭職 は,

佐 藤(1997)が 「職域 と責任 の無制 限 な拡大 を もた らしてい る」 と定義 づ けてい る無境 界性 の最

た る もの だ と考 え られ る。 柔軟 性,多 様性,不 確 実性,無 境 界性 な どを伴 う職務,っ ま り,教

頭 職 は,法 的 な規定 は され て い るが実態 と して非 常 に不明確 で あい まい な職 務 で あ る と言 うこ

とが で きる。

この あいま い さに起 因 して い るのか,学 校 現場 にい て 「教頭 は楽 しい 」「教頭職 を是 非や って

みた い」 とい う声 を耳 にす る こ とは なかっ た。 これ は筆 者 の認 識 が 自分 の経 験 に基 づい てい る

もの だか らなのだ ろ うか。 全 国 に約3万5千 人(文 部 科学 統計 要覧2017)い る教頭 先生 た ち

は,上 記 の よ うな特 徴 を持 っ教 頭職 を どの よ うに と らえ,ど の よ うに向 き合 ってい るのだ ろ う
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か。教 頭職 の しん どさの要 因 は何 で,魅 力 とは何 で あろ うか。

学校 経 営や リー ダー シ ップ とい うと校 長職 に 関心が集 まるの か,教 頭 職 に 関す る先 行研 究 は

校 長職 に比 べ て極 めて少 ない。佐 古(2016)の 研 究 の よ うに,教 頭 職養 成 システ ム として教頭

職 の教 育 プ ログ ラムの 開発 な ど教頭職 の管理職 として の力量 形成 の課題 に着 目す る もの はい く

つか あ る。 しか し,教 頭職 を担 う上 で最 も重 要 な こ とは,教 頭職 に取 り組 む人 た ちの意識 だ と

考 える。 それ は,ど ん な優 れ た研 修 や養成 システ ムで あ って も,そ れ を受 け る当事者 が どの よ

うに受 け止 め,ど の よ うに行動 す るか が鍵 とな るので はな いか と考 え るか らであ る。

本研 究 では,教 頭職 経験者 や 現役 の教 頭職 を担 って い る先 生方 へ のイ ンタ ビュー を も とに,

どの よ うな思 いで教頭 職 に取 り組 んで い るか とい う教頭職 に向 き合 う姿勢 を考察 す る こ とを 目

的 とす る。 そ して,そ の考 察 を通 して見 えて くる教 頭職 の しん どさについ て の実 態や,教 頭 職

をポ ジテ ィブ に取 り組 む要 因 を探 り,今 まで あ ま り光 が 当た ってい なか った教頭職 の魅力 に迫

るこ とを試 み たい。 なお,研 究 の対 象 につい て は主 に小 学校 の教頭 職 を扱 うこ ととす る。

2.分 析 につ いて

(1)イ ンタ ビュー 調査

平成29年9.月 か ら11.月 に対象者 の現在 の職場 等 でイ ン タ ビュー調 査 を行 った。 対象 は,A

県の市 町 の小 中学校 にお いて教頭 職 を経験 した人,及 び現在 教頭職 を担 ってい る人 の計12名

で,1人 あた り1時 間 半程 度 のイ ンタ ビュー 調査 を実 施 した。

教頭職 にな る ときの思 いや考 え,実 際に なって みて どのよ うに考 えてい るのか,教 頭職 にや

りが い を感 じた り,ポ ジテ ィブに取 り組 んだ りしてい る人 が どの よ うな こ とを行 った り考 えた

りしてい るの か等 を知 るた めに,イ ンタ ビュー にお け る質 問内容 は以 下の項 目に した。そ れ は

① 管理職 にな る きっか け ②教頭 職 を どの よ うな仕 事 だ と とらえてい るか ③影 響 を受 けた管

理職 や 尊敬 す る管理職 はい るか ④ 学校 を経 営す る とい うことを どの よ うに とらえてい るか

⑤ 教頭職 で どの よ うな こ とに苦 労 した り,困 った りしてい るか ⑥ 教頭 職 の どの よ うな ところ

に魅 力 やや りがい を感 じてい るか ⑦仕 事 と家庭 のバ ランスは ど うしてい るか ⑧ どの よ うな

経 験 が教頭職 をす る上で役 に立っ てい るか ⑨ 教頭 職 で終 わ って もよい と思 うか で ある。

イ ン タ ビュー は,許 可 を得 て録音 して文字 に起 こ した。 そ して,意 味 のか たま りご とに切 片

化 して ラベ ル をつ けた。 さ らに共通 の ラベ ル ご とにカ テ ゴ リー を作 って整理 し,各 カテ ゴ リー

の相 関 を図に表 して,教 頭職 の しん ど さの実態 を顕 在化 した。

(2)分 析

教頭職 の とらえ方,教 頭職 の しん ど さ とそ の要 因,し ん どさ との 向き合 い方,教 頭 職 のや り

がい等 を視 点 に分析 を行 った。 個人 の分析 を も とに相 関 図を比較 し,そ の共 通 点や相 違点 な ど

に着 目す る 中で,教 頭 職 をポ ジテ ィブ に取 り組 ん でい る人 は,ど の よ うな考 えを持 ち,ど の よ

うな こ とを してい るのか を分析 した。
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3.教 頭職 に 向 き合 う姿 勢

(1)教 頭職 の しん ど さとその要 因 や背景

イ ンタ ビューで は 「誰 が ど う考 えて も しん どい仕事 」「ほん とに教員 な のか って思 うよ うな生

活 を して い る」 な ど とも表 現 され る教頭職 であ るが,分 析 で見 えた その しん どさは,① 仕 事量

が多 く多 岐 にわた る こ と ②事 務量 が 多い こ と ③ 苦情 等 の保護者 対 応 ④ 生徒 指導 対応 ⑤

時間 が ない こ と に大 き く分 ける こ とがで き る。

教頭 職 の あいま い さが,絶 対 的 な仕事 量 の多 さを拡 大 させ て い る と考 え られ るが,他 には ど

の よ うな要 因や 背景 が考 え られ るのだ ろ うか。

まず は,「 学校組 織 の個 業化」(佐 古2011)と い う特質 で あ る。近年,少 子化や 家族 形態 の多

様 化,地 域 の つ なが りの希 薄化,ア カ ウンタ ビ リテ ィが求 め られ るな どの社 会 の変化 に伴 い,

学校 が対応 を求 め られ る課 題 が多様 化,複 雑 化 し,そ の件数 も増加 してい るこ とを筆 者 自身 も

学校 現場 で実感 してい る。 平成28年 度 全 国公 立 学校教 頭会 の調 査 では教頭 ・副 校長 が生 徒指

導の対 応 を担 うケー ス が前年度 よ り格段 に増加 してい るこ とが報 告 され てい る。 で は,な ぜ 教

頭 が その対応 を担 うこ とに な るの だ ろ うか。調査 の考 察で は,「 教頭 ・副校長 が児 童生 徒 の生徒

指導 上 の課 題 に従 来 よ りも時 間 と労力 を費 や してい る理 由 と して,課 題 の増加 や 内容 の複 雑

化 ・深 刻化 とともに,教 頭 ・副校長 が 自ら乗 り出 さな けれ ば な らな い ほ ど 『人 手』不 足 が深 刻

化 してい る こ との可 能性 」(勝 野2016)を 指摘 して い る。

この人 手不足 の 可能性 は 「学校組 織 の個業 化」(佐 古)と い う概念 で よ り鮮 明 にな る。 「個業

化 した組織 とは,組 織 の形 態 を と りなが ら,そ の主要 な課業 の遂行 に 当たって は個 々 の教員 の

個別 的 な教職 の遂行 に専 ら依存 した組織 の こ とであ る。 つ ま り,個 業 化 とい う教員 の裁量性 に

依拠す る とい うこ とは,教 員 の個人 的 な力量 を越 えた 問題 に対 して,学 校 の 問題 解決 能力 が極

めて脆 弱 だ とい うこ と」(佐 古)で あ る。 した がって,単 層構 造 で生徒 指導 の組織 対応 が機 能 し

に くい学校(小 学校 や小規 模校)で は,担 任 を乗 り越 えた生 徒指 導対 応や保 護者 対応 を教頭 が

一手 に 引き受 け る傾 向 が強 くな って くる
。 イ ンタ ビュー調査 か らも,大 規模 校 で専任 の生 徒指

導主任 が配 置 で きた り,児 童支 援力晒己や 主幹 教諭 が配 属 され て い る小 学校 で は,ワ ンク ッシ ョ

ン置 くこ とにな り対応 が重 層化 した り,組 織 対応 が可 能 とな った りして,教 頭 に直接,苦 情や

対応 が求 め られ るケー スは少 ない とい う実態 も聞き取 るこ とが で きた。そ れ は 「加 配 がまず そ

うい うとき には動 いて,ク ッシ ョン置 いて そ こでたい がい うまい こ と処理 して くれ ます。 それ

が あ るの とないの とで は,全 然 違 う」 とい う声 に も現れ て い る。

さらに,現 在 の学校 現 場 にお け る教職 員 の年齢構 成 の不 均衡 が教職 員文化 の伝 承 を 困難 に し

てい る とい う状 況 が学校 の課題 解決 能 力の脆 弱性 を高 めて い る とい うこ ととの関連 に も 目を向

けた い。学校教 員統 計調 査 の公 立学 校 にお け る本務 教員 の年 齢構 成(文 科省2016)か ら,1970

年 代 の第2次 ベ ビー ブー ムへ の対 応 で大 量採 用 され た教職 員 の多 くが定年 退職 を迎 えて,若 手

の採用 が増 えてい るた めに今後 も しば らくは教職員 の若 返 りの傾 向 が続 くこ とが見 て取れ る。

近年 の教職 員 の大量 退職 ・大 量採用 に伴 い,学 校 現場 では30代,40代 の中堅 教員 が非 常 に少
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ない状 況 があ り,教 職 員 の世代 間 の不均衡 が教 職員 文化 の伝 承 を難 しく してい る。 つ ま り,学

校 現場 は非 常 に若 返 り,教 職 員 の指 導力 が 引き継 がれ に くく,育 成 され に くい現 状 が存在 し,

学校 の課題解 決 の能力 が低 下 して い る と言 え る。ま た,「子 育て世 代や 介護 世代 の教職 員 が多 く,

休 暇取 得者 の代 替 と して配 置 され る講 師は,年 度途 中の配置 も少 な くな く,実 態 と して常 勤経

験 の少 ない臨 時的任用 教員 が増加 して い る」(臼 井2016)状 況 が報 告 され てい る。 これ らの こ

とが学 校組 織 の個業化 の傾 向 と重 な りその課題 を拡 大 させ,そ の しわ よせ が教頭職 の しん ど さ

や 仕事 の多 さにつ なが ってい ると考 え られ る。

(2)教 頭職 をポ ジテ ィブに取 り組 む要 因

分析 か ら,教 頭 職 を ポジテ ィブ に取 り組 ん でい る人 に は もの の考 え方や それ ま での経験 の 中

で身 につ けて きた こ とな どに共 通 の傾 向が あ る(以 降,要 因 とい う)と い うこ とが見 えて きた。

特 にその要 因 と して,「 教頭職 を 自分 自身 で意 味づ け られ てい る とい うこ と」 と 「教頭 職 の仕 事

のス キルや 知識 を身 に付 けて い る とい うこ と」 が重 要 で ある と考 え た。

① 教頭 職 を 自分 自身で意 味 づ ける

非 常 にあい まい な職 務 で あ る教頭職 はナ ンバ ー2の 立場 で積極 的 に 目指 そ うと思 われ る職 務

で はない。 イ ン タ ビュー調 査 で も教 頭職 を 目指 してが ん ばって きた とい う声 が聞かれ な かっ た

こ とや,教 頭職 の ままで退 職 して もい い と考 えて い る人 が ほ とん どい なか っ た とい う事実 か ら

も とらえる こ とがで き る。 また,教 頭職 を ポジテ ィブ に取 り組 んでい た経験 者 か ら 「大変 だ け

どや りが いの あ る職務 だ。 で も教頭 は でき るだ け短 期 間で終 えた方 がいい。 自分 は校 長職 が一

番 楽 しか った」 とい う声 も聞 かれ た。つ ま り,調 査 で は教頭 を最 終 ゴール と して積 極 的 にな ろ

うとして なっ てい る姿 は見 られ な かっ た とい うこ とで あ る。

しか し,一 方 でイ ンタ ビュー の分 析 を通 して教頭 職 を ポジテ ィブ に行 う上で重 要 な視 点に気

づ く こ とがで きた。 それ は,あ い まい な教 頭職 の職 務 を 自分 で いか に意味 づ け るか とい う自己

規 定 を うま くで きて い るか否 か とい うこ とで あ る。 そ の意 味づ けの観 点 として 「将来 の ビジ ョ

ンを持 ってい る こ と」 と 「自分 を省 察す る視 点 を持 ってい る こ と」 が非常 に重要 な要 素 とな る

こ とが見 えて きた。

① 一1将 来の ビジ ョンを持 って い る こと

まず,将 来 の ビジ ョン を持 って い るこ とか ら述 べ る。 将 来の ビジ ョン とは 「校 長 にな って 自

分 の 目指す 学校 づ く りが した い」とい う思 い を持 って い る こ とや,「 自分が校 長 にな った らこん

な こ と したい とい うこ とをた め る時期」「教 頭職 は校長 職 へ のキ ャ リア形 成期 ま たは移行 期 」と

い うと らえ方 を して い る とい うこ とで あ る。 っ ま り校長 職 を一っ の 目標 と考 えた場合,多 くの

人 に とってそ の事前 の職 で あ る教頭職 は,自 分が校 長 に なった とき に必要 な資質 や能 力 を身 に

つ ける キャ リア形成 の時期 だ と考 え るこ とで あ る。 教頭 職 は校長職 にな るた めに必要 な通過 点

とい うとらえ方 で あ る。「教 育 を職 務 とす る教諭 の専門性 か ら,学 校 の経営 ない し運営 を職務 と

す る管 理職 の専 門性 へ の移 行」(水 本2000)と 考 え る とわ か りや すい ので は ない だ ろ うか。 し
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たが って,将 来 の ビジ ョンを持 っ こ とは,自 分 自身で教 頭職 を明確 に意味 づ け るこ とにな る。

す る と,仕 事 に 向き合 う姿勢や 考 え方 に もポ ジテ ィブな側面 が 現れ て くる とい う傾 向 が見 えて

きた。

そ の好例 として,将 来校 長職 にな り積 極 的に学 校経 営 を行 い たい と考 えてい た人 が教頭職 を

どの よ うにポ ジテ ィブ に取 り組 ん でい たか をイ ンタ ビュー結 果(図1)を 元 に述べ る。教頭 職

は 「周 囲 のみ ん なに 目配 り気配 りして,全 部確 認 で きた後 に 自分の こ とをす る よ うな立場 」 で

あ り 「教頭 は校 長 を補 佐す る 中で,的 確 な参 謀役 をす る必要 が あ る」 ととらえてい る。教頭 職

のや りが い につい て 「校長 の下支 えが で きた とい うこ とが最 高 のや りが い」「み んな でや って よ

か ったね と言 え るこ とを 自分 が どれ だ け演 出で き るか とい うこ とがや りがい」とと らえてい る。

そ して,「 校長 の黒 子 で あ りな が ら,自 分 の教 育観 を持 ち,適 切 な情 報提 供,意 見 具 申に よ り,

校 長 の名 の下 に 自分 が考 え る学校 をつ くる場 面 が多 くあ った こ とが楽 しかっ た」と答 えてい る。

自分 の教 育観 を持 ち将来 の ビジ ョン を持 つ こ とで,教 頭 職 と しての 自分 を明確 に意 味づ け,校

長 の意 を汲 み なが ら 自分 のや りた い こ とが で きてい る非常 に前 向 きな姿 が こ こに見 られ た。

さらに興 味深 い こ とに将来 の ビジ ョン を持 っ てい る人 は,自 分 の理 想像 をつ くってい る とい

う共通 の傾 向が ある こ とが見 えた。 そ の こ とは,図1の 「そ の人 の よ さをえ え とこ取 りす るの

は あ り。自分 に合 う中身 を取 っ てい けばい い」「影響 を受 けた管理職 か らはそれ ぞれ に秀 でた と

ころを見習 ってい る」 と言 う言 葉 に現れ て い る。

IiEililiil営をしたい1

自分の考えや思いをより多

くの子に伝えられると思った

学校を動かす立場になろう
と考えた

教職員が気持ちよく働ナる

環境をつくり、それを率いた

いと思ってた

〔欄 職 臨

.【考え方 】 【強い信念】、

自分から進んで経験をいが
に多く積むかが重要
1

'、

不平を言ってもよいこと1訟な」、、発

想を転換してポジティブにとらえる
、 」

、

'

'、

こんな見返りのない職務は私

心があったらつぶれていく
'、

1懸 樋 してビジ・ンを持つ1

'

、

=、
子どもたちが育つ下支えをし
ているという強い信念がある
、'

'

、

「 r【 教頭職とは】

〔響 蚕難 灘鍵 一

、 「

最終的に口子どもが安心して
学べる場を自分が作っている

」

、

、

'、

周囲に目酉副、気配りして全部確
認後に自分のことをするような豆場

' 」

〔聾灘 蕪 霧黎1
ノ 、

校長を補佐する中で的確な参謀役
をする役割

'

1しんどさの受け止め1

Ψ 【しんどさ)
、1教頭職の意味づけ1

〕〔倣 を立てて帥 騰 子役

'

〔Ψ 事糎 の多さ1隔

り

'
担任として学級衛 ことと教頭H子 どもを育嚇 員が融 ぐ
が教職員組織を動かすことは同じ
、

仕事できる環境・雰囲気づくり
」

F、

教頭の生活は、本当に教目な
のかとL、うような生活」'

ノ

教務をやうている時に教頭の姿を
見て、自分の教頭職像を考えた

k 、 !

一【や りがい 】 ↑
↑

'、

校長の学校経営の下支えが
できたということ

'

'、

校長への適切な意見具申により自分
が考える学校をつくることがある
、

L

〔その人のよさをええとこ賊 する 〕 :

蕾翻 臨黒薯蝶 〕
「

みんなでゃってよかったという

ことをどれだけ演出できたか
'

「影響を受けた管理職からそれぞれ'

、に秀でた所を見習っている 、

図1将 来の明確な ビジョンを持 っている
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また,図2の 人 の 「俺 か ら見 た らす ごい人 い っ ぱいい る。だ か らそ うい うところか ら吸収 し

た り,あ んな人 に な りた い な と思 うこ とは あ るね ん」 と言 う言葉 に も現れ てい る。 い ろい ろな

人 か らお 手本 とな る部 分 を見つ け 自分 の理 想像 をつ くるこ とで,そ の姿が一 つ の 目指 す方 向 と

な り行 動 の原 動 力 とな る。模 倣 した り,今 の 自分 と比較 して現状認 識 した り,自 分 に さ らに何

がで き るか を考 えた りす るこ との軸 となって い る よ うに思 われ る。 つ ま り自分 の理想 とす る ロ

ールモ デル をつ くる こ とが
,教 頭職 をポジテ ィブ に行 う上 で非 常に重 要な要 因で ある と認識 で

きた。

縦 巽 磐 う人力蝦 経験は宝である 繕 翻こ漣 を広げるよう

経験を通して学ぶ姿

教頭会などのネットワークを

活用して校長の準備をする

1将 来=の明確なビジョン1

大切にしたいものが迫求で
きる学校づくりがしたい

学校づくりに携わりたい

」 【抑 再獺 噸脚 翻

〔謝 鶏 鱗 化よく〕

'轍
鴨 稼講 劉

置

〔あまりこわいことは列
w

'

←、翻 繍無聚野 〕幕 礪 おくことの大切〕
く

教師としてやるぺきことと
法的責任の区別をつける

【教頭職とf調 【や りたいことを広 ナる】

教師生活で校長が一番面白
かうた

自分がやりたいことが一番で

きる

教頭職は楽しかった

〔すべてにおいて扇の要の役割 〕

〔校長の決断にモって学校を運営していくこと 〕

ビヅヨンにむけ職員を動
かし成果を職員に伝える

教職員のやっていること
への価値づけや意味づ

けを心がけた

すべき仕事を最低限にして
やりたいことを広げてやった

【行政職の蓋頚剣1

匡露轟 蠣 て仕〕

教師、保護者にわかりやすく

伝えることについて学んだ

〔蔓繰 値観が大きく〕

轟 雛 野 などと〕

仕 事 の ス ビ ート'、結 果 、根

拠 、デ ータが 求 め られ る

事務仕事に軽重がつけ
られるようになった

わかりやすく説明する力
=を身につけられた

方針を具体化していくこ
とを見える化する

図2経 験から学ぶ姿勢を持っている

① 一2経 験 か ら学ぶ 姿勢 を持 って いる こと

次 に経験 か ら学ぶ 姿勢 を持 って い るこ とっ いて 図2を 元 に述 べ る。 「経験 は宝で あ る」 とい

う言葉 に集約 され る よ うに様 々な経 験 か ら学 ぶ姿 が現れ て い る。「荒 れ も経験 した し,学 校 の正

常化 って い うの も子 どもた ちを信 じて学校 が よ うな ってい く姿 を経 験 した か らあん ま り怖 い も

ん はない かな」 とい う教諭 時代 の学校 の再生経 験。 「仕 事 のス ピー ド,結 果,根 拠,デ ー タが求

め られ,わ か りやす く説 明す るカ な どが身 につ け られ た」行 政経 験。 そ して 「法 を知 ってお く

こ との大切 さがわか った」 教頭職 時代 の修 羅場 経験 。 このよ うな実際 の経験 か ら学 んだ こ とが

その後 の 目指す 学校 づ く りの基盤 とな ってい る。す る とそ の 目標 に 向け教頭 職 と して どうすべ

き なのか,ど うした い のか とい う自分 自身 の意 味づ けが な され る こ とにっ な がって い く。 っ ま

り,経 験 か ら学 ぶ姿勢 を持 っ とい うこ とは 自分 を教 頭職 に意 味づ けす るた め に有 効 な こ とだ と

考 え られ る。
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① 一3自 分 を省察 す る視 点 を持 って い る こと

「自分 を省察 す る視点 を持 って い る こ と」 につ いて述 べ る。 分析 で他者 の行 動や経 験 を見つ

めて 自分 に置 き換 えて考 え る こ とがで きた り,自 分 自身 の行 動 を振 り返 って見 つ め直す こ とが

で きた りす る こ とが,教 頭 職 をポ ジテ ィブ に取 り組 む 要 因 とな るこ とが見 え た。 管理 職 にな る

きっか けや そ の こ とを考 えた 時期 を聞 く質 問(図1)で は,「 い ろん な こ とを積極 的 に経験 して

い くと視 野が広 が る と ともにあ の立場や っ た らこ う動 こ うって い うの を早 い うちか ら 目安 に し

て 目的 に して 見て いた と思 う」 とい う考 えを述べ てい る。 また,教 頭 職 の しん ど さにつ いて は

「ポ ジテ ィブ に物事 を考 え ないか ら しん ど くな ってい く」「ち ょっ と視 点 を変 えてみ る とか,角

度 を変 えてみ る とかい うこ とが必要 だ と思 う」 な ど,見 方や 視 点 を意 識 して い るこ とがは っき

りと述 べ られ てい る。 自らの行 動 で な くて も 自分 が行動 を とった結果 が ど うな るか とい うこ と

を,時 間や空 間 を越 えて想 像 す る力 が経 験 の 中で培 われて きた ので は ないだ ろ うか。「疑似 体験

す る こ とが大切 だ」 と言 う言葉 か らも,他 者 の経験 を 自分事 として と らえて考 える力 や習慣 が

身 につい てい るの だ と考 え られ る。

また,他 のイ ンタ ビューか らは 自分 の経験 を振 り返 っ て客観 視 した り,視 点 を変 え て物 事 を

見つ めた りす る 内省,省 察が うま くで きて い るこ とで教 頭職 をポ ジテ ィブに行 えて い る注 目す

べ き傾 向 も見 られ た。 それ は教職 大学 院 を修 了 した人 の聞 き取 り(図3)に 現 れ ていた。 「大学

院 に行 った こ とで,少 し引い た ところか ら自分 を見 る視 点 を持 っ こ とが で きた」「傭 目敢して見 ら

れ る よ うに なって きた」 「大 学院 に行 った こ とで 自分 を振 り返 るチ ャンネ ル を持っ こ とがで き,

日々 の忙 しさにの まれ る こ とがな い」 とい う声 であ る。

教職 大 学院 で は,学 校 現場 を離れ て 当た り前 に思 ってい るこ とを疑 った り,物 事 を批判 的 に

見た りす る視 点,課 題 に向 き合 うこ との大切 さな どを学ぶ。 そ の過 程 を通 じて物 事 の本質 を見

抜 く力が養 われ て い く。 つ ま り,自 分 のつ くっ た枠 の 中で物 事 を見 て,判 断 した り対 応 した り

す る こ とが多 い学校 現場 の現 実 を見 っ め直す こ とで,枠 の存 在 を知 りそ の枠 を取 り払 って物事

を見 るこ との重 要性 に気 づか され る とい うこ とであ る。

また,理 論 と実践 の往 還 を重 視す る教職 大 学院 で は 自分 の学校 現場 で の実践 を振 り返 り,理

論 と結 びっ けて考 え る機会 や経 験 が もた ら され る。結 局,自 分 を客観 視 す る こ とが可能 とな り,

教頭職 や 自分 自身 の存在 を意 味づ けで き る とい うこ とで あ る。付 け加 えるな ら,省 察 す る視 点

を持 つた め に教職 大 学院 で の学び は非 常に有 効 に働 くとい うこ とで あ る。

さらに 「本音 で語 れ る仲 間が い るの で あ りが たい 」「二人教 頭制 なので 同僚 教頭 が校 内にい て

話が で きるの で助 かっ てい る」「校長 が よき理解 者 でい ろい ろ相 談で き る」とい う語 りか らも 「教

頭 職 も孤独 な職 だ し,自 分 と同 じ立場 で本 音 で語れ る相 手 がい た らいい」 とい う思 い が見て取

れ る。 本 音 で語 れ る相手 が い る と自分 を振 り返 る きっか け を与 えて も ら うとい う 「内省 支援 」

(中原2009)が 可能 とな る。 これ もま さに 「省 察す る こ と」で あ る。
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腱 繋ほ欝 で〕

【キャリア形成】 【大 学 院 での 学び 】

自分を振り返る子ヤンネ
ルを特てた

【教頭の仕事】

〔誰がどう教 てもしんどい仕司 〔胤 現の髄

いつも元気やねって言わ
れるととてもうれしい

〕

しんどさは仕事の量が多いこと

仕事の煩雑さ

〔賠 書醐 日までに提副

学校運営がスムーズに行
くよう調整

校長の補佐

【教頭職は孤独

情報の整理やメモなどの工夫

教職員がしんどい旗をしてた
ら心配

担任がやりがいをもoて笑顧
でいてくれたらうれしい

教頭会ではなかなか本音で
話せない

聡 員室で'話しやすい雰 囲 職 員と積極 的にコミュニ

気をつくる ケーションを図る

1本音で話せる相手1

同じ立場の親しい先生がいた
らとてもよい

階 灘 糎 諜 〕塵 らよし糖 受けて〕

二人教頭制は気持ちも共感で
きていい

・、つ樋1・いて相談できる 皇駅 セりたいことep'

【や りかミし、〕

自分のやりたいことができる

〔大学脚 学ひ砿1伽
母親の会をつくることはやり
がい

図3自 分で省察する視点を持っている

② 教頭 職 の仕事 の スキル や知 識 を身 に付 け る

教頭職 をポ ジテ ィブ に取 り組 む人 は膨 大 な量 の事務仕 事 に どの よ うに 向き合 って い るのか。

多 くの教頭 は,メ モ を必ず 取 って 時系列 に整理 した り,わ か りや すい ファイ リングを した りし

て効率 的 に業務 がすす む よ うに してい る。また,「 事務仕 事 をで き るだ け溜 め ない よ うに先 先 に

終 える よ うに」して,時 間を要す る調 査や 日々の不測 の事 態へ の対応 に備 えてい る教頭 もい る。

さ らに は,自 分 の高 いパ ソコ ン活用 能力 を生 か して,作 業 時間 の短 縮化 を行 ってい る教頭 もい

た。教 頭 が携 わ る仕事 は他 の教 職員 の業務 と重 な る所 もあるの で,得 意分野 を生か して 「改善

がで き るこ とが楽 しい」「教職 員 に喜 ばれ る こ とが うれ しい」とい う声 も聞 かれ,自 己効力感 を

感 じてい る こ とも見 えて きた。 この よ うに仕 事 の量 の多 さに対 してそ れぞれ に工夫や 努力 で対

応 してい る こ とが見 えた。

しか し,こ こで最 も強調 したい ことは分析 を通 して教 頭職 をポ ジテ ィブに行 えて い る人 に見

られ た以 下に述 べ る共通 の傾 向で あ る。 これ は,教 頭職 の仕 事 の質 と量の 両側 面か ら,教 頭 の

多忙 を軽減 で き る考 え方 で もあ る。

② 一1教 育 行政 の仕 組み がわ か って い ると い うこと

「自分 がや らな い とい けない こ とは最 小 限に抑 えて,や りた い こ とは広 げてや る」「事務 は大

変や って言 うけ ど,何 が大 事 で何 が大事 で ない かがや っ ぱ り見 え る」 とい う語 りか ら,次 か ら

次 にや って くる調 査 ・報告 書 の 山 と うま く向き合 って い る姿 が 見 られ る。調 査 ・報告 等 の文書

が何 のた めに必 要で あ り,ど の よ うに使 われ るのか を知 る ことで,自 分の仕 事 に意 味 を持 っ こ

とが で きてい るので あ る。 そ して,自 ず と学校 で教 頭職 が担 ってい る各種調 査 な どの提 出書類

の必要性 や優 先順 位 が 自分 の 中で 明確 にな り,事 務 仕事 に緩 急 をつ け られ るよ うにな ってい る
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ので あ る。

さらに教 頭職 に就 く前 に行政 職 を経験 した人(図2)か らは 「行政 で は予算 が絡 んだ り,施

策が絡 ん だ り,市 民 や府 民全 体が絡 ん だ りす るか らそ こでい っぺん仕 事 の価 値観 が変 わった。

ス ピー ドを求 め られ る し,結 果 を求 め られ る,デ ー タ,根 拠 を求 め られ る」 とい う声 が聞かれ

た。現 場 を離れ て学校 を客観 的 に見 つ めた り,教 育行政 の仕 組 みや学 校 が社 会 か ら求 め られ て

い る こ とがわ か った りす るこ とが有 効 であ る ととらえ るこ とが で きる。

〔選ぱれて砺 た 〕

【教 頭 職 とは コ画
仕事は甚岐にわたる

苓差々む窓口

、【行 政
i麺…験 】傷 へ

行 政 の ネ ツトワ ー ケ芒得 る

事 務f士 事 の ス キ ル ア ・ンブ

〆 一㍉

〔行政の仕組を知る 〕

」、 ノ
[苦 情対応の耐性 〕 百士事 を 害11り切 る 視 」膏、

k ノ

1実 鶉への 対応力

、

ll教 頭 膿の慧味づけ

Ψ

■

事…務量の争さ画 仕事はとこかで割り切る

[仕 事 は'・・〈ら ませ む い よう1・ 〕

仕事の効率化を図る
職 員 が 仕 事 をしや す
い琴襲,1滝をつ くる

人材育成は0∫ 「を重視 得 意 のPC,活 用 能 力

同僚性を築くことが大切 職 員 と積 極 的 に コミュニ
ケ ー シ ョンを とる

授業を大切にしたい

抱え込んでほしくない

困,た ときは助け合いたい
【や り カくし、】

喜ひの声が聞か れること

頼 ら†■る こと

地域とともに歩む学校をつくりたい

図4教 頭職の事務能力が身についている

②一2事 務能 力が 身 につ いて いる とい うこと

事務 仕事 につ い て もそ の 向 き合 い方 にポ ジテ ィブ な要素 が見受 け られ る。 そ れ は,文 書作成

能力 が身 につ いて い る とい うこ とで あ る。「1枚 の紙 を見 た ら根 拠や 背 景,そ こか ら目指す もの

がわ か る よ うに詰 め込 んで文 書 を作 成 して起 案 してい くこ とを求 め られた 」 とい う図2の 人。

「一番 多 か った ときは22枚 か な,答 弁 書 を書 くこ とが あった。 で も慣 れ て くるね」 「調 査 文書

とか 来た ときに も生 かせ てい るか な」 と図4の 人。 そ して,「 去年 と同 じよ うな 内容 で も文書

をも うい っぺ ん練 り直そ うと思 ってい る」「そ こで磨 い た文章 力 は教頭 や校長 にな って か らも生

きて い る」 と去 年 とは 同 じこ とを しない とい うことを 自分 に課 して仕 事 をや り続 けて きた と言

う図1の 人。行 政職 を経験 す るこ とや 自分 で課 したハ ー ドル を越 える こ とでそれ ぞれ に教頭 の

事務仕 事 に対応 す るカ が身 にっい た と考 え られ る。

② 一3保 護 者 対応 の素地 が あ る とい うこ と

今 まで の具体 的 な生徒 指導等 の経 験や そ こで得 た人 との関 わ りな どが有効 に働 く可能性 の あ

るこ とも分 析 か ら見 えてきた。「加 配 を長 い こ と してい て,し ょっ ち ゅ う家庭 訪 問 を して親 の話

聞い て,い ろい ろ ともまれ て きた ので,親 との対応 とい うか,話 を聞いて 返 してい き なが ら進

めて い くって ところは,教 頭職 にな って も役 に 立って ます」 とい う声 は,児 童 支援加 配 を担 当
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して,保 護者 対応 な ど多 くの厳 しい局面 を経験 した こ とが教 頭職 に生 か され て い る と とらえ ら

れ て い る例 で あ る。

教頭職 を複数 の小 学校 で経験 してい る人か らは 「学校 の特色 が あって,こ うい う課 題 があ っ

て,保 護 者 は こ うい う傾 向が あ る とか,経 済 的 な こ とも含 めて,そ うい う課 題 は早 い こ とつ か

まん とそ こに のめ り込ん で しもた らあ とは泥 沼 にな って しま う」 と保護 者 な ど地域 の実態 をで

き るだ け早 く把握 す るこ との重 要性 も語 られ てい た。複 数 の小学校 で教頭職 を して い る別 の人

か らも 「A小 学校 は,初 めて の地域 で教頭 を した ので,だ いぶ しん どか った です ね。 で,こ こ

(B小 学校)に 戻 って来 た ら最初 に勤 めて いた ころの子た ちが だいぶ親 にな ってい るん です よ。

大 き くなった ら顔 が だいぶ 変 わ ってわ か らへ ん ところが ある け ど,子 どもは覚 えて くれ てい る

し,先 生,変 わ らへ ん な あって言 うん です よ」 と学 校 の地域 性や保 護者 の こ とを把 握 した り関

係 が で きた りして保護 者対応 の土台 が あ るこ とも教 頭職 をポ ジテ ィブに行 うこ とにつ な がっ て

い る こ とが見 えた。

4.教 頭 職 に就 く前 の有効 な経 験

教頭職 に就 く前 の経 験や そ の経験 を通 して教 頭職 をポ ジテ ィブ に取 り組 むた め の要 因 を どの

よ うに身 に付 けてい け るのだ ろ うか。

自分 自身 を振 り返 った り,他 者 の経験 を 自分事 の よ うに とらえた り して 「省察 で き る」 よ う

に なる こ とや経 験 を通 して学 ぼ うとす る こ とは学校 現場 で もで き るこ とで あ る。 自分 自身 で身

につ け る人 もあれ ば,内 省 支 援 と言 われ る よ うに他 者 とのか かわ りか ら身 につ け る人 もあ る。

「教務 の 時に,教 頭や 校長 か ら,『 どん な ビジ ョンでな ろ うと してんね ん』って い う何 回 かの揺

さぶ りが あ る といい か も しれへ んね 」 とい う声 は,内 省 支援 の重 要性 を認識 してい る こ との現

れ で あ ろ う。 また,「 管 理職 は管理 職 と しての魅 力 を若 い人 た ち に伝 え られ て,『 俺 も管理職 に

な ろ う,あ ん な校 長 に なろ う』 って言 え るよ うな こ とがで きた ら一番 ええや ろな」 とい う声 か

らも学 校現 場 での周 りか らの働 きか けの必 要性 が 見て取 れ る。教頭 職 をポ ジテ ィブ に取 り組 む

要因 を学校 現場 で の経 験や 関わ りの 中で身 につ け るこ とは最 も望 ま しい こ とで あ る。

しか し,本 研 究 を通 して教頭職 をポ ジテ ィブ に取 り組 む 要因 を身 につ け るため に,行 政職 の

経 験や 教職 大学 院で の学び が,非 常に有効 に働 い てい るこ とを感 じた。 経験 者 か らは 「視 野 が

広 が った 」「客観視 で き る」「学校 に求 め られ て い るこ とがわか る」「教 育行 政 の仕組 みが わか る」

「学校 現場 を離 れて み る こ とで見 えて くるものが あ る」 とい う声 が 聞かれ てい る。

複数 の行 政職 経験者 か ら 「教 頭 にな る前 にす べ て の教 員 が教育 行政職 を経 験す る こ とは とて

も有益 で あ る」 とい う声 が聞 かれ た。経験 者 はそ の有用 性 を強 く実感 して い る。議 会 対応,行

政 の役 割,教 育行 政 と学校 の 関係,住 民の思 い,費 用対 効果,説 明責任,意 思決 定 な ど教 育行

政 の仕組 み を知 るこ とで,視 野 が広 が り,少 し引いて学 校や 教育 を見 っ め る視 点 を持 っ こ とが

で き,教 頭職 を前 向き に行 うことにつ なが ってい る と考 え られ る。

また,教 職 大 学院 で の学び にっ いて は,国 立教 育政策 研究 所 の報告(2016)に も 「副校 長 ・
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教頭職 に就 く前 の大 学院 で の学習 に対す る期 待 が高 まって い る」 こ とが指摘 されて い る。 そ こ

で期待 され て い るこ とは,教 育法規 に関す る知識,危 機 管理 能 力,経 営 ビジ ョンを構 想す る力

な ど,副 校 長 ・教頭職 の専 門的 な資 質や 能力 を向上 させ るた めの機 会 として の大学 院 での学 び

で あ る。 しか し,今 回 のイ ン タ ビュー調 査 では,教 職 大学院 を修 了 した複数 の教頭職 経験者 か

ら 「大学 院で省 察す るこ とを学ん だ こ とが,教 頭職 を担 う上 で とて も有効 で あ った 」 とい う声

が聞 かれ た。 つま り,大 学院 で は,現 場 を離 れ て学校経 営 に 関す る専 門知識 を学び教 頭職 の資

質や能 力 を 向上 させ るだけで な く,む しろ学 校 を客観 的 に見つ めた り,自 分 の実践 を振 り返 っ

た りす る 中で,省 察 す るカ や物 事 の本質 を見 極 めた りす るカ を身 に付 けた りしてい るこ とに大

きな意 味 が ある こ とに気 づ くこ とがで きた。 も し,大 学院 で の学び を さらに充 実 させ るな ら,

イ ンター ンシ ップ の形 で教 育行 政職 の 実習 を導入す る こ とも効果 の期 待 でき る試 み に なるの で

は ないだ ろ うか。

次 に本研 究 を通 して感 じた教 頭職 の魅 力 につ いて述 べ る。 教頭 には あいまい な故 に規 定 され

に くい職務 の特性 があ る。 この こ とが教頭 職 を前 向 きに取 り組 む要素 を見 え に く くしてい る。

しか し,逆 の と らえ方 をす るな らば教頭職 はあ いまい だ か らこそ 自分 で意 味づ けもで き,学 校

組 織 を動 かす こ とがで き る立場 を生 か して 目指す 学校 づ く りに力 を発 揮 でき る。 こ こに教頭 職

の魅力 が あ るので はな かろ うか。「意 見 具 申に よ り校 長 の名 の下 に 自分 が考 え る学 校 をつ くる場

面が 多 くあ った」「担任 として子 どもた ちの組織 を ど う動 かす か とい うこ とは,教 頭や 校長 が教

職 員組 織 を動 かす こ と と同 じ」 の声 に魅 力 の要素 が見 て取れ る。 それ は,教 頭 は校長 とい う最

終責任 者 の下 で 自分 のや りた い こ とが で きる とい うこ とや,学 級集 団 を動 か して きた こ とと同

じよ うに職 員集 団 をま とめて い くこ とがで き る とい うこ と。 これ らの こ とは,学 校組 織 の要 で

ナ ンバ ー2の 立場,そ して職員 室 の担任 で あ る とい う特徴 を持 つ教頭 職 の魅 力や や りがいの一

端 を現 してい るの では ないだ ろ うか。

最後 に本 研 究が筆者 自身 に もた ら した意 味につ いて 考 え る。研 究 の 目的に合 わせ てイ ンタ ビ

ュー を行 い,教 頭職 経験者 か ら教頭 職 への 向 き合 い方 な どの話 を聞 いた。 イ ン タ ビュー の受 け

手 は 「教頭職 とは どの よ うな職 で あ るのか」 「教 頭職 の仕 事 の しん ど さや や りが い とは」 「教頭

職 を行 う上で役 立 って い る経験 は」 な どの質 問 に対 して,そ れ ぞれ の経験 に基 づ き 自分 の言葉

で思 い を語 る。 自分 の失敗 体験 や弱 み な どを振 り返 って話 して くれ る人 も少 な くな か った。 そ

の こ とで その人 が何 を大切 に して い るのか,何 を価 値観 とし,ど の よ うな意 思決 定 を してい る

かが 見 えて くる こ とが多 か った。

っ ま り,教 頭職 経 験者 の話 を聞 いて,考 え方や 向 き合 い方 な どを知 る ことは,教 頭 とい う職

務 を身 近 に感 じ,教 頭 職 を ポジテ ィブ に取 り組 む 要 因 を身 にっ け る こ とにっ なが る と考 えた と

い うこ とで ある。今 後,中 堅教 員 と して様 々な形 で学校 経営 に携 わ ってい くで あろ う自分 自身

に とって,経 験者 の話 を聞い て分析,考 察 した こ とは非常 に大 きな意 味 を持 っ こ ととなった。

結果 と して研 究 をす るこ と 自体が その研 究 の 中身 に なった ので はな いか とと らえて い る。

また,イ ンタ ビュー の受 け手か らも 「教頭 の仕 事 は,普 段 保護 者や 教諭 か らは話 を 聞 くこ と
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が多 く,自 分 の こ とを聞 いて も ら うこ とは なか った ので,何 だ か 自分 の考 え が整 理 で きた よ う

に思 う」 「イ ンタ ビュー を受 け て,教 頭 として の 自分 を振 り返 るこ とが で きた」 「自分 がカ ウン

セ リン グ され てい る よ うな感 じを受 けた」 な どの声 が 聞かれ た。 イ ンタ ビュー を受 け るこ とを

通 して,自 分 の実践 を振 り返 り,自 分 の思い を込 めて相 手 に語 る とい うこ とは,イ ン タ ビュー

を受 け る側 に とって も意 味の あ る行 為,経 験 とな る場合 が あ る ことが見 えた。

語 る側 に とって はや りがいや しん ど さな ど自分 を省 察 す る一つ の機 会 とな る と ともに,聞 く

側 に とっては,教 頭職 と向 き合 う姿 勢 が育 ってい くこ とにな るので はない だ ろ うか。 教頭職 に

つい て本音 で語 った り,聞 い た りで きる環 境 は学校 現場 には非 常に有 効で あ ろ うし,必 要 で あ

る と考 える。 学校 経 営 に とって もこの よ うな話 が で き る学校 や雰 囲気 をつ くってい くこ とが重

要で あ る と考 え る。
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